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	オリバーグループ給付型奨学金規定 
	第1条（趣旨）​本奨学金は、相模原市・町田市・八王子市の大学に在籍する学生を対象とし、地域社会への貢献意欲を持つ若者を支援することを目的とする。経済的な理由で学業継続が困難な学生を支援し、地域の未来を担う人材の育成を目指す。 

